
メンバー  﨑山聖音 柴田楓真 大同叶真 宮本瑛多 山口康誠 

 

  

２．作業工程 

２０２４年度 福井県立敦賀工業高等学校 建築システム科 課題研究 

 
 

3．まとめ 

 これまで授業で学んで身に付けた木材加工の技術やCADの経験が今回の課題研究に生か

すことができた。また経験がなかった金属加工やコンクリートの穴あけ、養生テープを使用し

ての塗装など様々な作業に挑戦したことは良い経験になった！ 

 役割を分担しそれぞれが責任を持って作業を進めることができた。また、課題研究を通し

てみんなで協力することの大切さを感じることができた。 

 後輩たちには安心して弓道に励んでもらいたい。 

L字金物

しかし、市販のL字金物ではサイズが合わず、自作することに

授業ではしたことがなかった金属加工を体験

完成品

しかし、うまく取り付けることができない
（取り付け部が狭く、工具が入らなかった）

L字金物に代わる案として、看的の枠を作成することに

１．テーマ設定の理由
私たちの班には弓道部員が多く、不便に感じていた弓道場を修
繕しようと考えた。

問題点として…

顧問の先生に相談 ➝ 安全対策を最優先に！

・矢取り道が歩きづらい ・下足置き場が破損している
・寒い,虫が多い ・看的所に矢が飛び込む危険性がある
・矢取り待ちの場所が危ない …など

安全対策工事をすることに

調査

弓道場で、
危険な箇所の調査

調査の結果…
危険な箇所は看的所と矢取り道

「看的所」とは
矢のあたり・はずれを
表示する場所

「矢取り道」とは
射場と的場を
行き来するための
通路

看的所の安全対策工事（看的枠）

看的板のサイズ測定
⇩

図面作成
（jw_cad)

⇩
L字金物で取り付け

↳ ポリカーボネート板で
看的板にカバーをすることに

※イメージ図 看的枠

※イメージ

看的板と同形の枠を
作成することに
⇩

使用するのは木材

枠の組立て

ポリカに穴をあける作業
（固定のための穴）

塗装

道場になじむ黒色で塗装

使用した塗料
浸透性の木材保護塗料

看的枠、ポリカの取り付け 看的枠完成

↓完成品↓

透明で視認性が良く、遠くから見ても問題ない

看的所の安全対策工事（防矢板）

矢が矢取り待ちの人の真横を飛ぶので、危険！

防矢板の設置に邪魔な植木をせん定
スペース確保のために地面を掘削

防矢板の組み立
てに使うアルミ
角パイプを加工
切断・穴あけ・金
具取付

ポリカと角パイプ組立て アンカーボルトで固定 塗装

木材で補強した部分を黒色に塗装
（浸透性の木材保護塗料を使用）

防矢板完成

完成品
透明で視認性がいいので人がいるか一目でわかる！


